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雪ニモマケズ 若い力が地域を支える

　３月１日（土）、増田中学校陸上部の生徒10名が増田・八木地区の高齢者宅で、
除雪ボランティア活動を行いました。雪深い場所での作業でしたが、大人顔負
けのパワーを発揮し活動も午前中で完了しました。
　豪雪に見舞われたこの冬、横手市ではたくさんのボランティアによる除雪活
動が行われました。その活動の様子を本紙２～３ページで紹介いたします。



２社協だより

四
年
連
続
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
横
手
市
で
、
市
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除
雪
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

雪の中の “ヴィーナス”
〔金足農業高等学校〕

玄関先など生活に繋がる場所を
除雪しました〔白川建設㈱〕

寒い中、半袖で除雪する生徒も
〔秋田工業高等学校〕

若
い
力
で
サ
ク
サ
ク
と

〔
増
田
高
等
学
校
〕

今
季
で
活
動
六
年
目
を

迎
え
た
ス
ノ
ー
暖
歩
隊

〔
山
内
中
学
校
〕

　

お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
と
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
の
お
宅
を
対
象
に
、
職

員
が
状
況
を
確
認
し
た
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
除
雪
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
日
時
指
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望

も
あ
り
、
そ
の
日
時
に
実
施
す
る
世
帯
が
無
い
場

合
は
、
福
祉
施
設
と
保
育
園
で
活
動
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

※
横
手
市
よ
り
除
雪
用
具
の
貸
与
を
受
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
し
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
概
要

《
学
校
》
▼
増
田
高
等
学
校（
農
業
科
学
科
）▼
雄
物
川
高

等
学
校（
野
球
部
）▼
金
足
農
業
高
等
学
校（
ラ
グ
ビ
ー
部
）

▼
秋
田
工
業
高
等
学
校（
ラ
グ
ビ
ー
部
）▼
増
田
中
学
校

（
剣
道
部
、野
球
部
、陸
上
部
）▼
平
鹿
中
学
校（
野
球
部
）

▼
山
内
中
学
校
生
徒
有
志（
ス
ノ
ー
暖
歩
隊
）

《
企
業
》
▼
株
式
会
社
秋
田
銀
行
▼
秋
田
建
築
労
働
組
合

（
秋
田
市
）▼
白
川
建
設
株
式
会
社（
大
館
市
）▼
株
式
会
社
北

日
本
銀
行
矢
巾
支
店（
岩
手
県
）▼
株
式
会
社
協
和（
本
社
：

東
京
都
、営
業
所
：
横
手
）▼
丸
伊
運
輸
株
式
会
社（
東
京
都
）

《
公
的
機
関
等
》
▼
自
治
労
横
手
市
職
員
労
働
組
合
▼
横

手
市
役
所
大
森
地
域
局
・
西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
職
員

有
志
▼
秋
田
県
庁
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

《
個
人
ボ
ラ
ン
ティ
ア
》
▼
匿
名
四
名（
宮
城
県
、栃
木
県
、

京
都
府
）

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

※
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
活
動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

［
敬
称
略
・
順
不
同
］

　道路までの道が悪くて歩くのに難儀してい
ましたが、平鹿中学校の生徒に除雪してもら
い大変助かりました。皆さんの元気な姿に冬
を乗り切る力をもらえました。

柿
﨑
ヨ
シ
さ
ん（
平
鹿
） 柿﨑さんと平鹿中学校の皆さん

除
雪
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

雪
深
い
地
域
に 

大
き
な
力



３ 社協だより

除雪の“トレーニング”で
パワーアップ！
　　　〔雄物川高等学校〕

雪の降る中、懸命に作業
〔秋田建築労働組合〕

本
社
と
地
元
の
営
業
所
の
社
員
が

一
緒
に
活
動
〔
㈱
協
和
〕

地域名 件 数 延べ人数
横　手 10 63
増　田 11 150
平　鹿 3 39
雄物川 2 24
大　森 8 36
十文字 6 56
山　内 21 200
合　計 61 568

世帯・施設 件　数
単身高齢者世帯 43
高齢者世帯 10
障がい者世帯 3
福祉施設 3
保育園 2

合　　計 61

活　動　先

活動件数・延べ人数

除雪場所の説明を受けてから活動を開始します〔㈱秋田銀行〕

　今冬の雪下ろしや除雪作業中
の事故が多発したことから、秋

田県からの受託事業として「雪下ろし等安全
推進事業」を２月から３月に掛けて実施し、
専門の職員５名が雪下ろし・除雪の安全指導
や地域の巡回などを行って作業中の安全確保
に努めました。

　　　　平成13年の発足
以来、高齢者宅で除雪活動
を行う同会は、今季、一般
の方や横手清陵学院高等学
校バドミントン部、横手高
等学校定時制の生徒など会
員42名で46回（３月14日
現在）活動しました。
※１月には秋田中央高等学
校野球部の生徒も参加し
ました。

雪下ろし等
安全推進事業を実施

お隣の県からも除雪に駆け
つけてくれました
〔㈱北日本銀行矢巾支店〕

活動先の方と一緒に
記念撮影
　　　〔丸伊運輸㈱〕

今季の出動件数が一番多かった
県庁職員の皆さん
〔秋田県庁除雪ボランティア隊〕

ボランティア団体の活動から

横手除雪ボランティアの会

除雪ボランティア
活動状況

（H26.3.14現在）

作業前の安全確認の様子

代表：小 野 宏 一さん



第１回横手市地域福祉計画・横手市地域福祉活動計画策定委員会
“地域福祉の推進”の新たな方向づけを

あきた車いすリサイクリング
車いすで世界との架け橋に

よこてしは みんなのえがおで 支えあい ４社協だより

　今年度から横手清陵学院高等学校メカトロ部が
「あきた車いすリサイクリング」活動に取り組みまし
た。この活動は廃棄予定の車いすを県内の高校生が
整備・修理し、新興国の障がい者等に活用いただく
ものです。
　本会ではこの活動のため老朽した車いすを提供
し、２月末までに３台の修繕が完了しました。活動
に携わった生徒は「作業では大変な部分もあったが
新たな分野の勉強になった」「人の役に立つ技術を
習得できた」と充実感があったようでした。
　また同校メカトロ部では、この活動を通して車い
すのアシスト機能装置を開発し、県の発明展で優秀
な成績を修められました。本会では、今後も児童・
生徒の福祉活動を応援していきます。

　３月３日（月）、第１回横手市地域福祉計画・横
手市地域福祉活動計画策定委員会が開催され、17
名の委員への委嘱状の交付や両計画の概要、今後の
スケジュールの説明等が行われました。
　市町村が策定する地域福祉計画と社会福祉協議会
が策定する地域福祉活動計画を、横手市では初めて
一体的に策定することとなり、来年３月までに平成
27年度から５ヵ年にわたる地域福祉の推進を目的
とした計画を策定することとしています。
◎地域福祉計画…市が行う取り組みの方向性・基本

方針等のほか、住民や様々な機関・団体等が展開
する活動の計画の道筋を示す行政計画。

◎地域福祉活動計画…住民や福祉に関する機関・団
体等の協働により地域福祉を推進するための民
間の活動・行動計画。

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

fukushinews情 報 ひ ろ ば

計画づくりの中心となる委員の皆様に委嘱状を交付しました

本会提供の車いすが生徒の手で再び活躍の
機会を得ることになりました

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
す
る

個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◆
必
要
書
類
／
登
録
に
は
次
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

個
人
：
登
録
申
込
書

　

団
体
：
登
録
申
込
書
、
会
員
名
簿
、
年
間
活
動

計
画
書
（
活
動
内
容
が
わ
か
る
も
の
）

※
登
録
申
込
書
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
部

地
域
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※
登
録
申
込
書
に
個
人
ま
た
は
団
体
代
表
者
の
印

鑑
を
押
印
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
活
動
支
援
／
登
録
し
た
個
人
・
団
体
に
は
、活
動

に
関
す
る
相
談
対
応
の
ほ
か
、各
種
事
業
・
研
修

会
等
の
ご
案
内
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
助
成（
要
件
を
満
た
す
場
合
）、

社
協
内
各
種
会
場
の
貸
出
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間
／
年
度
内
、随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

ボ
ラ
ン
ティ
ア
登
録
者
・
団
体
の
募
集

　

平
成
二
十
六
年
度
の
各
相
談
所
の
担
当
弁
護

士
・
専
任
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度

　 

各
相
談
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
無
料
法
律
相
談
所
】
阿
部
三
琅 

弁
護
士

【
心
配
ご
と
相
談
所
】（
敬
称
略
）

　
横　

手　

小
林
由
久
、
松
井
敏
子

　
増　

田　

山
中
貞
男

　
平　

鹿　

遠
藤
孝
雄

　
雄
物
川　

佐
々
木
栄
一
、
原　

一
雅

　
大　

森　

嵐
田
友
之
助

　
十
文
字　

小
川
孝
行

　
山　

内　

高
橋
光
子

　
大　

雄　

金
山
龍
一

大雄

増田



小 正 月 行 事
火が灯り幻想的な風景が広がる

差し出す手 そこからつながる 心の輪５ 社協だより

ふ く し
憩寿園

　憩寿園では、毎年恒例の小正月行事が２月12日
（水）に行われました。当日、施設の中庭で職員がミ
ニかまくらなどの制作に取り掛かり、ご利用者様か
らの「寒いけどがんばれぇ」との声援を背にミニか
まくら100個と犬っこなどの雪像が完成しました。
　夕方、かまくら内のろうそくに火が灯されると辺
り一面は幻想的な風景が広がり、その風景を前にし
ながら夕食などの時間を楽しんでいただきました。
火が消えた後も名残惜しそうに、そして昔を懐かし
むような様子で中庭を覗くご利用者様の姿もありま
した。

わたしの
まちの

大　森

　

西
法
寺（
平
鹿
）の
齊
藤
泰
圓

住
職
に
よ
る
法
話
を
聴
く
会
を

開
催
し
、
心
の
健
康
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
お
話
に
笑
い
が
広
が
り
、

心
か
ら
健
康
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
サ
ロ
ン
を
実
施

す
る
予
定
の
昼
川
地
区
。
こ
の

日
は
健
康
の
駅
の
協
力
に
よ
り

血
圧
測
定
や
健
康
講
話
・
体
操

な
ど
で
、今
後
の
“
予
行
練
習
”

を
行
い
ま
し
た
。

雄物川

　

こ
の
日
は
関
係
者
に
よ
る
要

援
護
者
の
近
況
等
を
確
認
・
情

報
共
有
す
る
場
と
し
て
開
催
す

る
な
ど
、
普
段
か
ら
住
民
同
士

の
交
流
や
支
え
あ
い
意
識
の
高

い
地
区
で
す
。

平　鹿

い い サロンき き
２.28 金

ミニかまくらのほか様々な雪像をつくりました

新平川地区いきいきサロン

大沢地区いきいきサロン

昼川地区

２.25 火

3.10 月

※除雪ボランティア活動に訪れた㈱秋田銀行の皆様に、ミ
ニかまくらの土台づくりのご協力をいただきました。あ
りがとうございました。

◆
登
録
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
各
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７

　

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
生
き
が
い
や
仲
間
づ

く
り
、
特
技
や
趣
味
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
目
的
と
し
た
「
父
ち
ゃ
ん
の
楽
校
」
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
に
在
住
す
る
方
（
現
役
世
代
や

女
性
の
方
も
歓
迎
）

◆
年
会
費
／
一
、〇
〇
〇
円（
保
険
料
、通
信
費
な
ど
）

※
初
回
開
催
時
（
六
月
予
定
）
に
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容
／
趣
味
講
座
、ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
な
ど

　《
平
成
二
十
五
年
度
活
動
状
況
》

　
　

Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
講
座
、
網
戸
の
修
繕
講
座
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
、
障
が
い
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど

◆
募
集
期
間
／
四
月
一
日（
火
）～
五
月
三
十
日

（
金
）［
第
一
次
募
集
期
間
］

※
第
一
次
募
集
期
間
内
に
入
会
し
た
方
に
は
初
回

開
催
日
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

第
一
次
募
集
期
間
後
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
各
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７

平
成
二
十
六
年
度

　
父
ち
ゃ
ん
の
楽
校
の
会
員
募
集

福
祉
車
両
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

昨
年
放
送
さ
れ
た
二
十

四
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地

球
を
救
う
」
で
寄
せ
ら
れ

た
募
金
の
中
か
ら
本
会
に

福
祉
車
両
を
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
車
両

は
主
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご

利
用
者
様
の
送
迎
用
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
善
意
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

横手雄風荘



６社協だより

　

高
齢
化
等
に
よ
り
、
除
雪
に
限
ら
ず

自
分
た
ち
だ
け
で
は
生
活
が
困
難
な
世

帯
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
見
守
り
活
動
を
通
し
て
の
困
り

ご
と
の
発
見
や
近
所
同
士
の
支
え
あ
い

が
更
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
自
身
も
地
域
へ
お
願
い
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
各
世
帯
に
直
接
訪
問
し
て

状
況
を
確
認
し
、
地
域
と
一
緒
に
必
要

な
支
援
を
考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

山
内
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
福
祉
係

川 

越　

晃 

彦　

山
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の
方
々
に
安

心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
地
域
が
主
役
の

見
守
り
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
冬
、
こ
の
活

動
か
ら
「
近
所
の
お
年
寄
り
が
除
雪
に
難
儀
し
て
い

る
」な
ど
の
情
報
や
相
談
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員
だ
け
で
は
困
っ
て
い
る

方
の
情
報
を
把
握
し
き
れ
ず
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の

見
守
り
活
動
か
ら
情
報
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
世
帯
へ
訪
問
し
状
況
を
確
認
・
判
断
の
上
、
円

滑
に
支
援
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

くしふ 窓の
社  協  の  事  業  所  紹  介

チームワークで在宅介護のお手伝い
十文字福祉センター指定居宅介護支援事業所

　十文字町健康福祉センター内にある当事業所は、上から下まで幅広い（？）年齢層の８人のケアマネ
ジャーでサービスを提供させていただいています。
　初めて介護サービスを利用される方やご家族から「サービス内容などがよくわからない」との相談が多く、
ミーティングや研修を重ねるなど、わかりやすい説明により適切なサービスへとつながるよう努めています。
　当事業所のパンフレットも工夫しており、サービス利用までの流れを職員直筆のイラストでわかりやす
く説明しているほか、皆様に親しんでもらえるよう職員一人ひとりの顔写真も掲載しています。
　また、市内外を問わず各事業所の特色やサービス内容をしっかりと把握し、ご利用者様一人ひとりの状
態に応じたケアプランの作成にも努めています。私たち職員も一人ひとりの個性を活かしながら、抜群の
チームワークで皆様に「相談してよかった」と思っていただける事業所をめざして参ります。

毎月、ご利用者宅に訪問し、適切なサービスへと
つなげています。（写真は小川ヒサ様とご家族）

地
域
福
祉
活
動
日
記

　
三
月
六
日（
木
）、
以
前
除
雪
支
援

を
行
っ
た
お
宅
を
再
訪
問
し
、
そ
の
後

の
様
子
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

■所在地…横手市十文字町梨木字御休ノ上29番地
■電話…55－2211　■ FAX…42－4577
■営業日…月～土曜日（12/29～1/3除く）
■営業時間…8：30～17：30　■職員数…８名

　自宅での入浴が難しくなり、初めて介護サービスの相談をしまし
た。自宅で入浴したいという本人の要望で訪問入浴を利用していま
すが、訪問日を大変楽しみにしています。私も介護の相談もでき、
大変助かっています。

ご利用者の小川ヒサ様（別明）のご家族 亥保子様より

事業所のパンフレット
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福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

た
く
さ
ん
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
数
点
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
）

テーマ
ふるさと

ありがとうございました
平成25年12月１日～平成26年２月28日受付分

※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れます
ことをご容赦願います。

※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉セ
ンター・施設で行っております。

善意
● アンダンテの会 様　
● 雄物川相撲甚句声友会 様
● 里見保育所 様
● 雄物川北小学校６年生 様

【大森福祉センター受付】
● 鈴　木　典　男 様（上　村）
● リコーダーのえんりょう 様（峠　町）

【十文字福祉センター受付】
● 梅　津　香代子 様（植田下）
● 小　松　　　栄 様（下羽場）
● 吉　田　　　薫 様（仁井田）
● ㈱かんきょう横手支店 様
● 下鍋倉保育所 様
● 横城小町 様

【山内福祉センター受付】
● 佐々木　　　博 様（中黒沢）
● 畑　　　則　子 様（横手・朝倉町）
● 演歌クラブ 様
● 椿　寿　会 様
● 金足農業高等学校 様
　
【平寿苑受付】

● 柴　田　ヒ　デ 様（吉　田）
● 明治安田生命保険相互会社
　　　　　　　　 横手営業所 様
● 平鹿町理容組合 様
●ＪＡ秋田ふるさと 健康推進協議会

平鹿支部 様
●ＪＡ秋田ふるさと女性部 平鹿支部 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● すみれコーラス 様
● アンダンテの会 様

● ㈱秋田銀行 様

【雄水苑受付】
● 下　村　蔵之助 様（沼　館）
● 村　田　　　靖 様（平鹿・浅舞）
● 黒　政　総　作 様（中　島）
● 佐　藤　清　勇 様（大仙市）
● 近　江　チ　エ 様（末　館）
● 雄物川北小学校５年生 様
● 雄物川町理容組合 様
● おものがわ町きのこ生産婦人研究会

会 長 佐　藤　　誠 様
● 沼館婦人会　代 表 佐 藤 弘 子 様
● 雄物川町農産物直売の会

会 長 藤 田 喜美子 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● 雄物川町民謡同好会 様
● アンダンテの会 様

【憩寿園受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 伊　藤　悌　子 様（梨　木）
● フリーフォーラムクラブ

会 長 小野寺 一 生 様
● 東北聖書バプテスト
　　　　　　 十文字教会婦人会 様
● 植田小学校児童会 様
● 三重保育所 様
● 西上友愛会・西上いきいきサロン

代 表 後 藤 健 一 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● ㈱秋田銀行 様

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次号（６月１日発行）
テーマは…「生きがい」

梅雨に入り気分も曇りがちな６
月。次号のテーマは、そんな時
に元気をくれる「生きがい」です。

【応募方法】市内在住の方ならどな
たでもご応募できます。作品（１
人２点まで）と氏名（ペンネーム
可）、連絡先をご記入の上、ハガキ
やFAX、メール等でご応募ください。

（様式は問いません）

　〒013－0072 横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会
　　　　　　「ふくし川柳」係
　FAX：36－5388
　e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
◆締切日：平成26年４月30日（水）

【広報掲載】ご応募いただいた作品
の中から数点を選考し作品、氏名等
を掲載いたします。

一
、
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重
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心
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タ
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雄

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 斉　藤　フ　ミ 様（大屋新町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 小田嶋　富之助 様（朝倉町）　
● 竹　谷　洋　子 様（鶴谷地）
● 横手南中学校３年生 様
　 瀬田川 朋華さん、石井 由希子さん
　 寺澤 安里咲さん、髙 橋 美 名さん
● 横手清陵学院中学校・高等学校 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 表千家同門会 秋田県支部
　　　　　　　チャリティー茶会 様
● 男女共同参画・市民協働推進室 様
● 宗教法人真如苑 様
● 丸伊運輸㈱ 様

【増田福祉センター受付】
● 平　野　　　彰 様（関ノ口）

【平鹿福祉センター受付】
● よねや浅舞店 様

【雄物川福祉センター受付】
● 播　磨　良　子 様（上桑木）
● 黒　政　総　作 様（中　島）
● 柴　田　信　光 様（三ツ屋）
● 黒　澤　昭　吉 様（東里三）
● 佐々木　壽　一 様（柏　木）
●「アスパル」カラオケを楽しむ会

代 表 最 上 秋三郎 様
● ブルーサルビア 様
● 大森町コーラス「蕗」様

（ ）
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社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

８社協だより

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

児童・生徒の自主的な活動から

髙 橋 美 名さん、寺澤安里咲さん
瀬田川朋華さん、石井由希子さん

（写真左から）

［横手市立横手南中学校３年］

ボランティア個人・
団体の活動から

　４人は学校の総合学習で「難民」をテーマに学
習し、自分たちにできることとして、難民に古着
を送る活動に参加したいと準備を始めました。
　全校生徒に協力を呼びかけるもなかなか集まら
ず、再度呼びかけをしたところ、先生からの協力
もあって最終的に200着ほど集まり、４人で協力
し合いながらその古着を洗濯やアイロンがけをし
準備を整えました。早速、活動を行っている団体
へ連絡したところ、現在、活動を行っていないと
の回答が…。
　そこで当時の校長先生に相談すると「地域の福
祉に役立ててもらえる」と社会福祉協議会への寄
付を助言され、古着を換金することにしました。
まずは10月の学校祭で古着を販売し、残った古着
は古着屋で換金して12月に寄付しました。
　「地域の役に立つ活動ができたことだけではな
く、全校生徒や先生方、また保護者や地域の方々
に協力してもらうことができ、このテーマにして
良かった。これからも後輩に続けてもらいたい」
と語る４人は、この春に卒業を迎え喜びと期待を
胸に次のステージへと進んでいくことでしょう。

　アンダンテの会は、市内の介護施設やいきいき
サロンなどを訪問し、オカリナ演奏を行っている
ボランティアグループです。
　平成23年１月に活動をスタートし、現在では
会員４名が年に約40回の施設訪問や約10ヵ所の
いきいきサロンで演奏しているほか、各種イベン
ト等にも参加するなど、精力的に活動されていま
す。
　会の方針としては、演奏をただ聴いていただく
だけではなく、一緒に歌ったり、手遊びも交えた
りと「参加型」の演奏を大事にしており、本会の
施設にお越しいただいた際も、ご利用者様と積極
的に交流しながら心通わせ合う演奏がとても印象
的でした。
　代表の小西美静さんは「今では定期的に訪問し
てほしいと声を掛けてくださる施設も多く、大変
ありがたく思っています。今後も様々なイベント
のお手伝いができたらうれしいです。」とお話く
ださいました。これからも“心通い合う楽しい音
楽会”をめざし、演奏を続けていきます。

アンダンテの会（横 手）

本会の施設でも演奏いただきました（写真は平寿苑での様子）

社会福祉協議会に寄付いただきました


